






































































体的にとりくむ市民性の、地域での育成のための学習（Active Learning for Active Citizen-
ship）が、2006 年からアクションリサーチとして実験的にとりくまれ（Woodward 2004）、そ
の成果を発展させ、Take Part Pathfinder という、地域にアクティヴシチズンシップ学習の基
盤をつくるためのハブ（拠点）を設置して、その地域実践が 2008 年から 2011 年 3 月まで実施






（Take Part Network 2011）。






























　研究方法として、ケーススタディを採用し、労働党政権下実施された ALAC、Take Part プ
ログラムの地域“ハブ（拠点）”を、実践の特徴により分類しケーススタディ地域を設定した。
実践の特徴は、アクティヴシチズンシップ、ならびにアクティヴシチズンシップ学習にかかる






London Civic Forum による Growing London プログラムの実践とその活動評価について、①
















　2004 年から 2005 年にかけて内務省（Home Office）助成によるパイロットプログラム “Active 
Learning for Active Citizenship（ALAC）” が実施された。これは 7 つの地域（regional）に“ハ
ブ”を設定し、成人のためのシチズンシップ学習の様々なアプローチを模索するというアクショ
ンリサーチプログラムであった。その成果をもとに、政府は財政的支援をひろげ、プログラム
を引き続き支援することとなった。それが “Take Part” プログラムであり、コミュニティと自
治体省（the Department of Communities and Local Government: DCLG ）をスポンサーとし





があげられる。労働党政権下、Active Learning for Active Citizenship（ALAC：2004 年～
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実践者が活用できる実践事例や枠組み（Take Part Learning Framework）の提示等、またト









































London Civic Forum による Growing London プログラムの実践とその活動評価について、①
London Civic Forum による報告書、HP 等の分析、②プログラム主担当者へのインタビュー
調査を行い、分析・考察した1）。
（1）London Civic Forum とは




　国の Take Part Program が終了した後も、国からの助成である　「移行ファンド」やそのほ
か地域支援や生涯学習等支援のための資金助成を得て、Take Part Program を継続した。こ




　London Civic Forum では、Take Part プログラムの助成が終了した後も、このとりくみで
培ったTake Partアプローチに基づいたプログラムを実施した。その概要は以下の通りである。
　 • 　プロジェクト実施期間：2011 年 9 月 ~2012 年 3 月
　 • 　財源：Adult and Community Learning Fund（the Skills Funding Agency）
　 • 　運営：London Civic Forum が地域の環境問題に取り組む非営利団体の Ecolocal と生涯
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　 • 　60 人の地域住民の自信、スキル、知識を高め、自分のコミュニティとロンドンによい
変化をもたらせるようにする
　 • 　Ecolocal からは、住民が小さな菜園づくりの計画から場所づくり、種まきからの栽培が
できるよう専門的支援





















































　 • 　ガーデニングと Active Citizenship 学習とのくみあわせという新たなモデル
　 • 　近隣を基盤としたグループのニードと動機についての新たな理解


























　残念ながら London Civic Forum は、財政難により、組織そのものを閉じることとなった。




























































1）　London Civic Forum は、現在はその組織を閉じてしまっている。
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